
お世話になった地域の課題を知り貢献したい！ 

 

今年４月から高等部の生徒たちは、探究活動と作業学習をかけ合わせた『鶴南版プロジェクト型

の作業学習（Project Based Learning ： PBL）』に挑戦してきました。 

第１弾は、「校長の窓（vol.9）」で紹介しましたが、作業学習の展開に探究活動を重ねていくイメー

ジで取り組みました。今回の第２弾では、学校のある地域の探究からスタートし、そこで生じている

課題の解決のために作業学習で培った力を役立てていくイメージで取り組みました。 

具体的な取組の様子につきましては、「長崎新聞」の記事をご覧ください。 

生徒たちには、第１弾の時よりも、プロジェクト協力者（自治会の皆さん）との「対話型会議※」を

重視した学びを体験させることができました。対話の中では、お互いを知るため相互理解も促され、

プロジェクトに対する生徒の本気の度合い（コミット度合い）が高まるなどの効果も得られました。 

価値ある成果の一つとして、地域での活躍が認められ、生徒自身の満足度も得られ、自分と地域

とのつながり（コミュニティ・ウェルビーイング）について考える良いきっかけにもなったのではない

かと思っています。そのことは、生徒たちのコメントからもうかがえました。 

次年度も、新たなプロジェクト協力者を開拓し、この教育実践を追求していきたいと思います。 

 

※ 「対話型会議」とは、お互いの背景（意見・感情・価値観など）を理解しあうことで、新しいアイディアを生み、 

また合意形成を行っていく会議のこと。 

 

 

 

もっと自由な発想と挑戦を楽しむ境地で鶴南の教育を創る 

- 「R6年度 学校運営方針」でめざす！ - 



 


